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　令和４年3月定例会は新年度予算を中心に34議案の審議を行いました。新年度予算では歳入において市内企業の業績が上向く予測
により、法人市民税を対前年比16.6％増加と新築家屋の増加を見込み固定資産税も対前年比4.7％の増加としています。歳出に於きまし
ては、新型コロナウイルス対策として4億125万円、環境センター（ごみ焼却場）再稼働工事費33億7千万円等、大型事業に加え放課後児
童クラブの充実など職住近接に向けて一般会計の総額は過去最大の248.8億円となりました。例年になく強気の歳入の予測と持続可能
な自治を目指した攻め（投資）を進める令和4年度となりそうです。一般質問につきましては先回（12月定例会）に引き続き湖西市の「産
業政策」として「観光事業政策」ついて湖西市の考えを問いました。

一 般 質 問

湖西で働いて良かった
住んで良かったと思える「魅力あるまちづくり」を目指します。

教育を基本とした
魅力あるまちづくり

行財政改革による
持続可能なまちづくり

キャリア教育の充実
コミュニティスクール

（学校を核とした地域の創生）
外国人共生（就学支援）

行政事業の見直しによる税金の有効活用
企業・行政・地域と取組む新産業政策の推進

市民とつくる、協働のしくみづくり
市民活動の実践をとおしたリーダーの育成

第2次湖西市観光基本計画が策定され1年が経過しました。計画の進捗確認を行うと共に、湖西市の観光政策に
おける動向、とりわけ新居弁天地域の再整備の位置付けとコロナ後の観光戦略について湖西市の考えを問う。

湖西市の観光産業をフォーカスした背景には高校生との意見交換の中で第3次産業への就職ニーズが多かった
こと、人と接する仕事に就きたいとの声が有った。観光事業が大きな雇用を生むとは考えませんが雇用の多様性
として充実させることと、観光による関係人口を増やすことが湖西市の発展につながると考えています。

①観光振興組織の再編について、組織再編に向けて進
　捗状況と、行政と観光協会、観光地域づくり法人（DMO)
　との役割分担をどの様に考えているのか。
②新居弁天地域の再整備について、サウンディング調査
　の結果と地元住民との意見交換から新居弁天公園の
　整備、管理運営について湖西市の考えを問う。
③湖西市の観光拠点について、道の駅、海湖館、新居関
　所資料館の稼働状況について、課題をどの様に認識
　しているのか、総合的なコーディネートが必要と考え
　るが湖西市の考えを問う。

① 観光協会は4月1日組織統合する。自走までの立上
　げ期間を2年とし、湖西市から職員2名、アルバイト1
　名を配置する。
②地元地域住民も楽しめる公園施設とするよう公募
　指針に定めた。尚、公募に対し1件の応募が有った。
③令和4年度、道の駅潮見坂を増築改装し景観、動線
　の改善を行う。観光協会により市内の観光拠点を線
　で結ぶよう地域一帯で取組む。

観光政策を湖西市の産業政策と位置づけ、観光消費
額の増加はもとより雇用の開拓確保につなげる政策
につなげたい。

私
の
思
い

・現在湖西市には「湖西市観光協会」と「新居町観光協会」の2つの
　観光協会が存在して いるが統合を計画している。
・新居弁天地区の観光交流施設の再開発について公募を行って
　いる。
・道の駅とよはし開設後、「道の駅潮見坂」の来客数が減少してい　

　る。

実
態
調
査

湖西市の観光政策について
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令和４年度のトピックス事業

待機児童解消を目的として岡崎小学校の敷地内に2階建ての施設（2単位）増設します。
令和6年度には新居小学校区内の放課後児童クラブ2単位増設を計画しています。　
※1単位は40名

〒431-0493  静岡県湖西市梅田390番地

【放課後児童クラブの増設】＠1億5,882万円

【佐吉の郷・スタートアップ支援事業】@732万円

くすのき浩幸
＠YouTube

【電子図書の貸出し】@1,097万円

豊田佐吉翁のふるさととして、創業支援を拡充します。具体的には、空き店舗等を活用した創業
支援に加え、創業・新事業のためのクラウドファンディングに係る利用手数料の一部を補助する
制度を新たに開始します。 

スマホやパソコンで電子書籍を借りて読むことができるサービスを導入します。
※湖西市中央図書館または新居図書館での登録が必要です。

湖西市議会のトピックス

くすのきが所属する広報広聴特別委員会に於いて市内の湖西高校と新居高校の生徒さんと
湖西市の課題について意見交換をおこない、3月定例会に請願を提出しました。湖西市議会
では平成29年から主権者教育の一環として毎年、高校生との意見交換を行っています。


